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 1915 年(大正 4)10 月 24 日の夜のことで

す。陸軍の赤羽火薬庫(現在の桐ケ丘 1 丁目)で

巡回にあたっていた兵士が、火薬庫敷地の柵を

乗り越えて忍び込んだ盗賊を発見しました。盗

賊はダイナマイトが入る倉庫の扉を開けよう

としていましたが、兵士に見つかったため逃亡

したといいます(『東京朝日新聞』1915 年 10

月 27 日付)。 

 赤羽火薬庫の捜査が続けられるなか、今度は

京都宇治で火薬庫に不審な人物が侵入する事

件が起きました。これも警備中の兵士が発見し、

賊を咎めた
とが

ところ逃亡したとのことです(『読

売新聞』同年 10 月 30 日付)。 

 相次ぐ火薬窃盗未遂事件をうけ、11 月初旬

に控えていた大正天皇の京都行 幸
ぎょうこう

を不安視す

る動きがありました(『読売新聞』同年 10 月

31 日付)。問題なく行幸が終えられるように軍

も警察もできる限り不安要素は取り除いてお

きたかったのでしょう。 

盗賊の正体をめぐり、軍施設内に容易く
たやす

侵入

していることから軍関係者であると推測する 

 

 

 

 

記事(『東京朝日新聞』同年 11 月 2 日付)や、

政府に不満がある人物の仕業であるとする記

事、日本の火薬の秘密を探るために忍び込んだ

外国人の仕業
し わ ざ

とする記事(『読売新聞』同年 10

月 30 日付)など意見は錯綜
さくそう

。犯人もなかなか

明らかになりませんでした。 

 さて、同時期に起こった２つの事件ですが、

最初に真相が判明したのは宇治火薬庫の方で

した。なんと、盗賊ははじめから存在せず、警

備をしていた兵士がついた嘘だったというの

です(『読売新聞』同年 11 月 2 日付)。 

それからというもの、警察や新聞では赤羽火

薬庫の事件も宇治同様に兵士が嘘をついたの

ではないかと事件自体を疑問視し始めました

が、軍は窃盗未遂があったと主張しつづけまし

た(『東京朝日新聞』同年 11 月 6 日付)。 

果たして、本当に盗賊はいたのでしょうか、

それとも兵士がついた嘘だったのでしょうか。

新聞によると、盗賊が入った証拠になるものは、

兵士の証言と空いた錠 前
じょうまえ

だけだったようです。

それ故
ゆえ

に、兵士が鍵の閉め忘れによる叱責
しっせき

を免

れたい一心で事件をでっちあげた可能性は大

いにあると考えられますが、残念なことに、そ

の後事件に関する記事はなく、真相は不明のま

まです。 

                                             
 

火薬泥棒あらわる？ 

—連続火薬庫侵入事件と赤羽火薬庫— 

【地域資料専門員 佐久間 乙葉】 



北区の部屋 

今月の展示   

 

 

 

             江戸時代が終わると、明治新政府は仏教優位の宗教政策を転換し、 

            神道
しんとう

国教化
こっきょうか

政策
せいさく

を推進しました。こうしたなかで、寺院に対して粛清
しゅくせい

も 

            行われ、北区でも多くの寺院が廃寺となっています。今月の展示では、 

            明治初期の段階で廃寺となった北区の寺院を紹介します。

 

            

       

平和図書コーナーを開設します 
 

     

 

 

■開設期間：令和 8 年 7 月 24 日（金）～8 月 30 日（日） ※休館日を除く  

■開設場所：①一般向け … 中央・滝野川・赤羽図書館 

           ②児童向け … 区内全図書館（子ども図書館、児童コーナー、子ども室等） 

中央図書館では、北とぴあ地下 1 階展示ホールで行われる平和展（8 月 4 日（火）～8 日

（土）まで）に「『北区の部屋』の資料で見る戦争と区民の生活」と「ドナルド・キーンと平和

2026」の 2 つのテーマでパネル展示をします。また、「平和展」終了後には、パネル展示を引

き続き中央図書館にて 8 月９日（日）～30 日（日）まで行います。ぜひ足をお運びください。

 
 

 

 
 

５月９日にスタートした、古文書入門講座「古文書って面白い！」全 6

回が終了しました。回を重ねるごとに読める文字が増えていき、受講生が

テキストを音読する声がだんだん大きくなり、自信がついた様子が分かり

ました。 

講師の保垣孝幸地域資料専門員より、講座の最後に「江戸時代の人が書い

た文書を読みながら、それを通じて自分なりに江戸時代を読み解いてください。北区の図書館には、

古文書を複写して製本したものもあります。どうぞ勉強を続ける方策を考えてみてください」とお

話がありました。参加者からは「何らかの形で勉強を続けていきたいと思いました」「旅先で書を見

たときに講座で知った文字を見つけて読めたのがとてもうれしく感じました」等の感想が寄せられ

ました。           

 図書館では北区をあげて行われる平和祈念週間のイベントの一環として、

区内全図書館に「平和図書コーナー」を開設します。 

本を通じ、皆様が平和について考えるきっかけになればと願っております。 

 ■展示期間  6 月 26 日（金）～7 月 22 日（水） 

 ■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー 

 

講座の様子 

廃寺
は い じ

になった北区の寺院～仏教受難の明治維新～ 

「古文書入門講座」終了しました！ 


